
635.3

892.6

896.8

（各年とも３月末現在の値）

893.7

■ 長野県の平均交通量の推移

■ 長野県内の自動車保有台数の推移

■ 人口千人当たりの自動車保有台数

時

量
通
交
均
平
間
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昭和55年 昭和58年 昭和60年 昭和63年 平成2年 平成6年 平成9年 平成11年 平成17年 平成22年 平成27年

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道
平均

第1位
群馬県

第2位
山梨県

第3位
長野県
第4位
茨城県

第47位
東京都

全国平均

326.6

875.2

軽自動車乗用車貨物車
その他
［バス・二輪車・特殊自動車］
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166,028

　

159,815

　

155,594

152,351

148,058

144,081

137,151

131,447

884,269

885,123

882,553

884,954

883,355

871,052

853,325

839,208

832,159

　　675,938

　　694,840

　　713,650

　　732,432

　　　　750,475

　　　　770,452

　　　　787,012

　　　　802,320

　　　　811,310

         1,806,749

　　　　1,819,940

　　　　1,829,141

　　　　　1,845,546

　　　　　1,858,615

　　　　　 1,862,201

　　　　　1,856,859

　　　　   1,850,405

            1,846,091

　　　74,204

　　　 73,949

　　　　 73,123

　　　　 72,566

　　　　　72,434

　　　　　 72,639

　　　　　 72,441

　　　　　 71,726

             71,175

H23 127,117 827,711 　　　　821,119             1,846,565
             70,618

H24 123,936 828,111 　　　　833,785             1,856,306
             70,474

H25 121,231 826,299 　　　　848,879             1,867,189
             70,780

H26 119,675 821,906 　　　　868,857             1,881,711
             71,273

H27 118,417 814,260 　　　　887,034             1,891,175
             71,464

H28 117,708 809,580 　　　　893,977             1,893,055
             71,790

H29 117,914 811,369 　　　　897,403             1,897,720

             71,034
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長野県建設部「平成27年度　全国道路・街路交通情勢調査　一般交通量調査報告書」

一般財団法人長野県自動車標板協会「長野県保有自動車実勢表」

（平成29年3月末現在）

37.1

89.1

58.9

■ 道路種別毎の昼間非混雑時旅行速度
高速自動車
国道

地域高規格
道路

一般国道

県道 32.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0（km/h）

一般財団法人長野県自動車標板協会「長野県保有自動車実勢表」

4,939

7,527
8,337

12,989

14,555

14,990

17,209

16,492

17,831

17,905

19,509

5,333 5,711
5,810 6,232

6,4606,734 6,7476,776 6,894 7,046 6,837

2,451 2,647 2,666
2,862 3,157 3,201 3,438 3,434 3,663 3,6863,732

1,408 1,771 1,822 1,826
2,164 2,175 2,248 2,2762,2902,350 2,310

2,624 3,212 3,290 3,612 4,031
4,873 4,812 4,7864,635 4,7254,395

交通量の現況

　県内の交通量は、「全国道路・街路交通情勢調査」により現況を把握しています。
当該調査は、道路や交通状況、自動車の利用状況を調査し、渋滞、交通事故などの問題への対策や、将来のまちづくり・
みちづくりなどに役立てるほか、道路を管理するための基礎資料として使用されます。昭和３年度以来、概ね５年ごとに全国的
に実施している調査であり、近年では平成２７年度に、道路状況調査、交通量調査、旅行速度調査及び自動車起終点調査を実施
しました。

Road of 
Nagano 社会資本整備に係る国の計画等   

■国土のグランドデザイン2050
 本格的な人口減少社会の到来、巨大災害の切迫等に対する危機意識を共有しつつ、2050年を見据え、未来を切り開いていくための国
土づくりの理念・考え方を示したもので、2014年７月に策定されました。

■国土形成計画
 国土形成計画法に基づき、概ね10年間の国土づくりの方向性を定めるもので、「国土のグランドデザイン2050」等を踏まえて、2015
年8月に国土形成計画（全国計画）の変更が閣議決定されました。
　また、地方ブロックでは、「全国計画」を踏まえて策定された「広域地方計画」に基づき、各ブロックにおける社会資本整備重点計画等と
の連携を図りつつ、各地域独自の個性を活かした取組が進められています。

●国土づくりの理念
 人と国土の新たなかかわりや世界の中の日本という視点も踏まえ、「多様性（ダイバーシティ）」、「連携（コネクティビティ）」、「災害へ
の粘り強くしなやかな対応（レジリエンス）」の３つを基本理念とし進めることとされています。

●国土の基本構想と国土や地域の構造
 地域の多様な個性に磨きをかけ、地域間のヒト、モノ、カネ、情報の活発な動き（対流）を生み出す「対流促進型国土」の形成を国土の
基本構想としており、対流を生み出すための国土構造・地域構造として、医療、商業等の生活サービス機能をはじめとした各種機能を
一定の地域にコンパクトに集約し、各地域をネットワークで結ぶ「コンパクト＋ネットワーク」が提示されています。

■社会資本整備重点計画
　社会資本整備重点計画は、中長期的な視点から社会資本整備に取り組むための道しるべであり、真に必要な社会資本の姿を明らかに
するものです。現行の計画は、2015年度～2020年度を計画期間として策定され、2015年9月に閣議決定されました。

●重点目標
　４つの重点目標とその達成に向けて必要な13の政策パッケージが定められ、パッケージごとに、現状と課題、中長期的に目指す姿、
計画期間に実施する重点施策とその達成状況を測定するための代表的な指標（KPI）が示されています。

●計画の位置づけ
　「国土のグランドデザイン2050」の具体化に向け、「国土形成計画」と調和を図るとともに、「交通政策基本計画」と“車の両輪”とし
て連携・整合を図り、相互の取組の相乗効果が得られるよう一体的に実行していくことが求められています。

●交通政策基本計画
　交通政策基本法に基づき、日本におけ
る交通政策の長期的な方向性を踏まえ
つつ、交通に関する施策の基本的方針、
目標、主要施策等が定められています。
（計画期間：2014年度～2020年度）

●地方ブロックにおける
社会資本重点整備計画
　社会資本整備重点計画で新たに設定
された重点目標と政策パッケージを戦略
的に推進するため、各地方の特性に応じ
て重点的、効率的、効果的に整備するた
めの計画であり、全国10ブロックで策定
されています。

重点目標１　　社会資本の戦略的な維持管理・更新を行う
重点目標２　　災害特性や地域の脆弱性に応じて災害等のリスクを低減する
重点目標３　　人口減少・高齢化等に対応した持続可能な地域社会を形成する
重点目標４　　民間投資を誘発し、経済成長を支える基盤を強化する
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